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犠牲にされている農村民の健康

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若　　月　　俊　　一

　！1乍年の10月，私どもは信州の山のrl：1で，第4回国際61～　　消1｝jlにソぐ則な役割を果した農葉に，その」、うヵ批ミ1鵜i三な

村医学会をひらいた。27力国から500名を（二す参加習が　　結li命をいうの｝寸：尚・lltでトltないかという、kうな慎重論をと

あったが・その企討識踊じレC痛感させられゾ・・こ担・1・・　な財のにく・べ，ソ」1巨や似ラ・1・姑はじめと寸一鋪f

日木という国は，西欧諸国にくらべて，ま○たく健康脱　　外Plの代表た？，は，いや生産も：人切だンゲ，健康やn　6了は

牝kを”‘’：にしないところである。どうもその点がいちじ二’・　　それより以上｝1二瓶んずぺきものだ。こめような危険ll！l：粒

しい1撒のように思えた・二訓蝋犠牲の1・1ここそ・ニヒ　もつ薬は，元紐する加加もっていくのが燃だという

藤増強が重ね1れている。今日の，仙、蓼「第．位の川」芯泉ti　　獄極的版態1変粒はっざり示した。

生産の位置をからえた所以のものは，じつはこの健康犠　　　これらの人々との討諭を逝じてとくに感じたことは，

1性によるf頗細・一般国民の生瀧砿い・う・と肋れ〉・　欧米の国百叫では，人休融鯛一公幡命ずる蹴の

のであった調民纈三蹴トそのように高／1とも・［眠一一　き瑚とし・うものが，裾湘1誹常に大き繍滅を・し式

人当りの酬は融動1で2幡「1に近いという三蹴が・そ　いるということであった。峨効い二の薬ほ三れこれ

の間の・蹄をはっきり証1∬1しているので顕い・0・・　　の人1棚の危険性力・編，と一一・：・い訓：，どんな生産に

搬国民の中で・とくに元11迎よその底迎紛としての　・1㈱蜘撚でヰ・，わ脚｜ではも轍∫日・で鋤くな列と

：生活を蒜している。　「母ちゃん農；業」の母もやんの慢｛生　　　これはソ述のメドピェジ数授の満類で～｛∫）った。

疲労「1：1」稼ぎ悲民」CZ）悲惨な災三㍑の頻’発，危険な農薬の

おびただしい使用訟く姶の1酬されてない麟1幾械　安金性が軽視されてる

の大型化等々　　。たしかに農家所得はふえている。年　　　そのことは，喪業の機械化による災博や波労の問題に

問の…戸当りは120万円をこしたであろう。しかし．，こ　　ついてもいえた。伐械化とともに，それを扱う人間のこ

れを提家人日一人当りで計算すれば，まだ都Tlfの勤ジ’者　　　とが考えられねばならぬという立場から，　V・わゆる「人

のそれに及びはしない。ふえた分は，要するに袈業外所　　　川工学」の学問が必嬰となるわけてあるが，これが日木

得の増加分なのである。その分だけ，出稼ぎや内職がぷ・　　では著しく遅れている。

えた。っまり，それだけ家庭破壊，健康犠牲カニ行われて　　　学会場内の尿フIJ援にならんだわが国の動力農磯具をみ

いるのである。　　それが，今日の提家ρ）荘らしのいっ　　　て，外国の学者たちがいちように質問をあびせたことは

わざる実態である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械のベルトに被いがないが，あぶなくはないか，

人間噸・・生産が先か @　　㌶1；、；1蕊蕊㌶）蕊難｝蕊
国際会議で討議された農嘉ζの問題では・・酬…・【『1聡食　つは，・ストを安くして農民の経湖勺負担を軽くづ一るよ

職留の鋤ゆ点で・アメリカやソ連などでは・わカ・国　うにメーカーが糊したの♪ミと弁解したのであるカ・…。

にくらべてきびしい姿勢をとっていることが強く感じら　　　　日本の小型のF抑し式の耕運機が，安くて使利なこと

れた。DDTのような殺虫剤でも，これを少　デつ長く　　は確かだ。だが，その労働のエネルギー代謝率は思いの

投与していると，母休から胎児にまで力響を及ぼし，ネ　　ほかに苅いもので，従来の牛1！1耕とあまり褒りはない。

ズミでユ〔代目まで追求した撒・り綱ぽよるとぷガン　ク・シ。ンが悪いか目鋤もひどく，いわゆる馴蛾

性の傾向が認められるという服告が，フランスのトマチ　　　流産」のもとになる。掻我の危険も多い。

ス博士からなされ，ごうごうたる討論のr［1心となっナこ。

これ剛して，わが輌学辛ぴDDTのような翻：や　琳独特の「ハウ・病」
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一

　ビニールハウス内の農業労働に従事す16者に多発する　　がある。とくに，東北，山陰，四田，九州などに多い。

いわゆる「ハウス病」症候群についても，外国の学者に　　さいきんは世帯主，っまりお父もやんたちのほかに，あ

は理解に苦しむところが多かったようだ。欧米のハウス　　とつぎ，つまり兄ちゃんたちの出秒ぎまでが多くなって

といえば，…般に「流室栽培を意昧し，耐久ll｜勺なもので　　いるのが，特微といわれる。

大きさも旭うし，設備もいろいろとよくできている。温　　　かくて，母ちゃんの方は「）ド年後家」1こなξざるをえ

宝の中にレールがひ胴τ荷車が通り，小〕1‖耕運機が自山　　～Cいわけであるが，それはまた，r供に　とくにゴリゐ

に使われる。換気もE｜動開閉式にできており，ll幻芳も蒸　　　やん日身が「内職」に忙しい今目では，　「出稼ぎ孤児」

気をパイプでおくるというしかけであるから，日本のと　　　にならざるをえないということになる。

はわけ力泄う。なにしろ日本のハウスは姐設費が温室］茂　　　とくにさいきん，新聞などに報じピ，れる大きな1ノ｝「：や

培の五分の一・ですむというので，「小πli積から商1｝叉益を　　雅築のll二故一　「二1二砂くずれ」「落糀」「地コ鉄二1二〕h：事

あげる」という日的にはそうわけだが，そこに，健康犠　　　故」などの犠牲～｜「θ：）中に，川稼ぎ農民のf！泊i∫がのってい

牲の危険が常につき卍とうわけである。ハウス内の高濡1　　ることが多いのを知って，｝1［んとうに私ども別‡・1医学な

多湿，また，それ．らのハツス内クトの茄が，からだに及ぼ　　　勉弱1するものにけ，頭にきてし琉うのであるc烈民捻筒・

すストレス的影響も問題｝1二なる。だが，設備o河十分か　　　度成長の人身御供にしてll川～‡・のである。

らくる換気の不全ということも大きな害を及ぼす」こう　　　（作者：わかつき・としかず，佐久総合ヵ》i陀E，【ノこ学博ll）

だ。n本のように危険な提薬をたくさん散布するとこで　　　＿＿一＿．．…　．、　．、＿．、．．．．　＿＿＿

は，ハウス内のi気中に残留する提事じが，その中で働く

濃胞ことくに大き腐1、：を及ぼすのではないか。　　　　　繊維化学第2回小出直人君学位論文紹介

日本の主婦農業のきびしさ　 ’　　　　　　　　　　　会田源作
　農村医学についての彼我の大きな泣いの最も根本的な　　　ll11岡大学教授小出旧：人苫1は去為11「｛和44年ユ2月スス錯体

ものに，日本の「母ちゃん農業」の特殊性がlbった。も　　による絹の処理に朋す湖〔日究なる諭叉を九州：大学に提川

ちろん，欧米にもそのような型の経営はある。とくに，　　　し昭和45年3月提’iぐ博士の堺位を授与された。慶賀にた

ノ」、農経営が支配的：な芭iドイツやフランスでは，婦人の提　　　えない。同1君は長野短期プく学より静岡大学iロ匂」ξ部に転

諜従1曙の，男子に対す膓5比翠はそうとう高い。しかし　　ぜられ活躍中である。ノ1にエ工而日な学究で同君の］雪来の

なんといっても，目本の三1珊拠業は特異的だ。いったい　　いよいよ発展を切翌してやまぬ。同符の論文の概要を以

濃業における主婦の労働刎：ヒ馨の高低は，その1｛i1の農業　　下紹介いたします。

㌶竃《跳；；㌫鷲蕊：ご」市に厭［亘三到

　口本はv・わゆる「高度経済成長」の中で，「兼業化」　　　本初［究はスズ阯）錯体のうちヘキサクロルスズ（ly）

がひどく進んだ。農家の主人が他産業にかり出され，主　　　酸のアンモニウム塩（A塩）ならびにカリウム塩（K塩）

婦が主斡労働力としての役割を引受けるようになった。　　　を用いて絹を処理した際の効果およひての聞のi｝、恰の機

間題は，主婦力朱ll：ジξ働や育児の∬：事から解放されてな　　構を究明することをll的とした。研究方法としては，繊

いままにそれが行われているという事実であろう。ここ　　維織物の物性変化の試験，赤外線吸収スペクトル（正R），

に今日のわ力咽のr却膿業一1の健康ll鰭　「9淡症」　電子スピン共鳴卿｝叉（ESR）によ翻・破壊11’扮析法およ

の多発の根本原因がある。なぜ今日のわが国に，父ちゃ　　び熱分析（TGA），熱分解ガスクロマトグラフィー（P

んの「出稼ぎ」，母ちゃんの「内職」がきびしく行われ　　GC），とくに熱分解生成物のマススペクトロメトリー

ねばならないのか，そのへんは，外国の外者には十分に　　　（MS）などの破壊的分析法をスズ（W）錨体で処理した

分らなかったようである。　　　　　　　　　　　　　　絹に対して適用した。これらの諸分析からA塩ならびに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K塩の絹フ・イブロインに対する結合の1’臣構について系統
「半年後家」と「出稼瓢児」　　　　　1・、勺に‡鮒した糊↓，S。C1、に」、醐の鯉∬に湖測ム・［

　今rl，出稼ぎ農宏の数は，60万人とも100力人ともい　　点を明らかにし，スズ（IV）錯休による処理に関する新

われている。昔から，出稼ぎがないではなかった。男の　　　しい知見を得たu

酒造，田植，女の製糸，紡績など　　。しかし，さいきん　　　（1）まずA塩およびK塩の｝調製の；l」条件を明らか1こし

の，ことにいわゆる高度成長の時代になってからの，出　　た。絹の増鍛率と処理条f’1・の閃係のうち，とくに絹の吸

稻ぎ農民の異常な増力llは，まったく目をみはらせるもの　　　1劉生の低下，発水性の向上が認められ，従来用いられな
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　かったK塩がA塩よりも州ぼその他の処理効果からみて

や輔利であ。た。　　　　　　　　　　　　大学退職のごあいさつ
　　（2）TGAからは，絹フィブ1コインの熱分解は280～
340・Cで著しくなる．・二の反1、L・はアミ［・＄怜｝。つ、、ての　　　　　　　　山口定次郎

一歌反応とみなすときアレ副・スの藺：線関係が成立し，　このたび醐状物｝‘μ剛に仁り川、は釧31日姓，

　活性化エネルギーが得られた。この熱分解がA塩お、ユ：び　　　・って繊維’；：1部粒退llli（いたしました。

　K塩で処理した絹ではその分解速度のピークが来処理の　　　　顧りみれば，大」臼4ノドから45年という長い星霜を，上

縄こではその分卵糎のピーク捌拠理の絹に」七ぺてrlr　r聡紺門、・1鋤・ら信大繊継；螂｝こいたる今ぱで一廿

　淑側にシフトする。これを熱分解抑制刻∫果のあらわれと　　　し．てお・1止話になってまいり窪した。

　判断し樋々検討の結果・A塩による抑制作用は機lll的に　　　　この間に満引個1：変をけじめ：大東llEll’口励｛）り，鞭ン1、．1二

　は・A塩肉休から発生す寿1）NH3ガスによることとハロゲ　　　にも浮沈あり，；｝川｝11改呈11こに」：る：大日：：への抑格，教〕1《部『iS

　ン効果によるためであり，一方K塩によ膓、｝抑1［ll作用はA　　介問［〔，繊維草｝！1｛の体質改漸，茶糸教、」眠鞍，メく学紛争

　塩とは異なり，アミド基にスズ配位すぞ）こととハFユゲン　　など，社粂情勢ρ変化と同様に，めまぐるしい激浪のう

　効果によるためと推定された。　　　　　　　　　　　　aちに，　日」’にっき，研究にっき，意に額か・せぬ京詑蹄1掃

　　③MSの解析の結果，熱分角靭三成物lllかじ・フコ：ノー　　された時ICでした。

ル・ベンゼン，クレソ㌧ノぼどθ）ウ旙族系の；”ミノ膨£　　：胞蹴1了上餌、，研究」：でもバだ；怜一’7堺に対し、

．基に山来する成分がアミドカの崩壊に，］：り遊離したこと　　ても，微力にし℃・．いにこれといった蔦績もil献も1！玉：い

　が確認された。詑たA∫‘ll、｛およびK塩力㌻付加した場合そ‘｛）　　卍注に引退することになりまし，た。

　検出成分の少ないことから②の抑制効果が礁“召された。　　　にもかかわらず過去において，中田へは緑あって戦1晦

　さらに絹の一次構巴成分の熱5｝解過程および羽1たな再結　　　中と文化火革命lll21i可，日目∫ミ旅行を活され，午曲☆迎事

　令成分の生成過程が甜i定された。　　　　　　　　　　　　長も仰せっ：かり，日木茶糸p会では中部支部兵に］1産さ1｝1，

　　　＿＿＿　　　＿＿＿＿＿＿　＿＿＿．．．＿＿＿　　　　＿、　　今年4月初旬には第10回企大会の口任者として，上mの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊維学部で間催させてもらい，滋ミの席上で鞭糸学賞已

　　　　　教授退官の挨拶　　　　　授与されるなどの姻～に恵烈・ました。その上引退して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カξ）は・思いもかけず，信州ソ・ゴ〕ξか1三l」雲教授の称・」・を

　　　　　　　　　　　　　　　　矢木　　博　　　たまわるなど，思えばこれらの栄苔の…っをさえ受け《1，

　新緑の候同窓の皆椋には益々御健祥のことと拝察致し　　に足らぬもので（IFりますだけに，このことはおもはゆく

御よろこび印し上げます。さて私本年3月ヌ）1三年退官い　　　身のおきどころもない心境です。それC夏，私個人のカに

　たしましたが，昭和28年6月御1‖：話になりまして以来約　　　よるものでは｝セ）：く・公人としての私を，指導，協力，激

　17年間幸にも大過なく任務を果し得ましたことは，ひと　　励して下さった思師・うヒ翠・岡僚，学会，官界，業界な

えに公私にわたり皆様o）御厚情の賜物に、購ものと深く　ど多くの方詞）7こえざるご洲淫・・ご：轍のた書…ものてあ

　感謝いたしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　り・そのおかげで私ぱ幸福な男であ・コたのだと態謝め念

　　執・鯨恒恵まれており対一ので専攻しました，顕，　蛾じえませんr

　肥料や公害に関する調査研究に励み何か御役にたちたい　　　　「人生に対する謝念とけ趨遁の猷：である」という亀

　所存でおります。今後主たる住居を東京翻1世田谷区経堂　　井氏の室言が・今実感として胸に熱くひびいてまいりま

　四丁目17－23におき，また上田Tl∫材木町和「［1いく代方に　　す。

　下宿を致しますので今後とも宜敷く御指樽，御厚情を賜　　　これか1らしばらくは公人生活のll受仕末をし，体は頑健

　りたく願い上げます。拝眉の上御礼言上申し上ぐべきと　　とは申せませんが・刀1Jに異常はないようですから，から

　ころでありますが，紙上をおかりして衷心から御礼をlll　　だをくさらせないように・野人として，母校や社会に対

　し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し何かご思返しをせねばと思っております。何とぞ，今

　＿一　　．一＿＿一＿＿＿一　＿　．．一．一、＿．．＿＿…＿　　　＿＿＿　　後も相変らずご交誼たまわりたくお願いいたします。

　　　　　平林潔講臓学博士授与さる　　　細に偲巨ξ秤鵬醐鑓発殿酷さまのこ辮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を切にお祈りいたします。

　繍江牌1平林灘齢甑大阪プ・鋼辮　に学位樽　　と脇溺△髄通じて・舗・惜さんに退職のこあ・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メロ　ミ絹フイブロインの微細構造に閤する研究ミを提出中で　　さっ膓．中し述べ深く感謝の意を表します。

あった訓終1朗20醐ξえある馴洲．ピを授」5され7・・．　　　　　Ll川端」，ll・1了1沐町6119電（2）6433
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学内人事　　　　　　　　　　　　　月7日に羽川空港から日｜1発され7：こ、，ll司

運薗織膓鍵灘遷i，i1昂3麗発；教授。靴、（繊膿，㌘鷲蕊：潤｝ll繍㌶1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤　光雄　教育学r｝ll助乎に転任　　　権1或，ルイ・パスツールの研究．元1功駕と

　　　　　桜の季節もすぎ，構内の芝生や木の　　　　　　　　　　　　　　（繊機：）　1；叩孜各川に獲蚕を広め7こタンドμの生

　　　　担の緑も濃さを増して来た。ところど　4月：t日付発令　　　　　　　　　迎］撒ll年を記念し．て間ンン、れる、，

　　　　ころにつっじが咲き，昼休みには芝生平林　　潔　部lll陪二昇｛F　　（繊工）　　「1．1　Fl教授はわが田ン膓・ら日本蚕4’司∫：会

　　　　や畷水のまわりに学4三達が集まって来小林みっ子　助乎に昇任　　　（繊：」こ）　の代表として1人だけ訪仏びれるが，

　　　　る。このところ平穏な毎日である。　　山」ζ　　厳　助・．j：・に採爪　　（繊工化）　川際蚕糸l！；：合の工ll：門部会に川1宿さ；］し，

　　　　　昭和44年度卒業式　学部および大学斉藤　英毅　助ヰに採川　　　（繊肥）　1．｜木の環境朱件と京のZlミ］1「！生態学，特

　　　　院の卒業式は例イドのとおり3月／〔｝日に　；〔li保　；；‘ミ・一　れ学｝i｝ll事務長に昇任　　　に添の繁列’i∫1三］lll！について発ぷされる、コ

　　　　・律なわれた。　　　　　　　　　　　（綱｛…学部II協長‡1碓）この学会け：5月：川1から5jj161糠で

　　　　　昭和45年度入学試験　これも例年ど北沢　1公夫　繊維学｝『｜1事務長補1左にフ1・て．，その後5月2111∵1三で｝、1：学ぐこ後の儀

　　　　おり3月23，24の両日，当学部でf．］こな　　　　　　　fE　・　　　　　　　　　式・招f寺おぷびぷクスカ…シ…1∫ン．がψ，

　　　　湖・た・・継科別入～〕矯加細誠討㌣州II・隆信州ソミ判溺局鞭11部にる。1川：・附楓ぷの借lif川に川・；llさ

　　　　格古数は次のとおりである。　　　　　　　　　　　栄転　　　　　　　　　　れた後，スイス，ド．イッ，イギリス，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’研’下　昭三　繊維当ξ部会li卜係長　　　　などの・各川の人学，研究所を視察され．

　　　　　学科名　　　志願：i㌃合格者　倍率未｜∴｝昇一・長野工業iぽ等功：川学｛る1会　6月7目に帰111い予定である（、

　　　　級誰農学科　783。2．6。　　馴匝設蹴　　　　　　　（棚｛記）
　　　　覇‖赤｛｛二ニ1二；；’：禾こ1・　　　　　　ユ53　　　　　50　　　　3．06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本蚕糸学会第40回　　　　　　　　昭和44年度卒業生就職先
　　　　繊絶］こ学化学科　198　　46　　4．30
．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　学術講演会開催される　　繊維農学科（22名：）
　　　　繊旙lf…｝幾械弓た］Sl・　　　202　　　　　5（〕　　　4．04

　　　　綱化学工学科コ33403．33第4°卜！1日本溺㌔学会大会が4月7日浅ll；予裕二：信ゾ端lll学部大学陽じ

　　　　　　　＿＿＿．＿＿．．＿．．．．．＿．＿＿……＿一＿．～9日に亘つて，本学部において開催石坂　征洋　寿製ヨ茎KK　　　　　　．

　　　　　合・　　剤・　　　764　　216　　3．54　された。　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　　1頓　伊藤1然糸KK　 IFI】；「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；1ヒは北海道から南｛．t鹿児島に：日ン、て　伊藤　　憶　三‘．三共生口処KK

　　　　　学部長に白樫侃教授再任　41i］1n　企阿から50｛｝余名が集り，極めて盛会宇敷　ii⊆道　KK長野iじ干・センター

　　　　付で．発令された。　　　　　　　　　　であった。　　　　　　　　　　　　　　．奥川　　稔　栗田1」．二紫KK

　　　　　信州大学名誉教授に山口定次郎氏　　　即ち研究発表¢）件数は約25〔｝件・L例小川切　裕　長！り予県鐘連

　　　　任ぜられ4月1日は発．令された。　　年より35件も多か．；右。　　　　川内郁緒農林省互ミ糸試験場

　　　　　信州大学学生部長に羽鳥不二夫教授　　特別講演として，本誌の第一頁にあ　北！1｛f　道雄　高知県蚕業試験場

　　　　が発令された。　　　　　　　　　　　ζ1）「犠牲にされている農村民の健康」　北村　能文　タカハシ農事センタ　

　　　　　学科主任等決定　新年度の各学科三llについて佐久総合病院長の若月俊一・先桑名　好治　大阪月守公轡センター

　　　　任等は次のように改選された。　　　　生の術演があり，また「蚕糸業界が現小柳　敦莱　長野県蚕糸公務∫．t

　　．　ゴ：任　　　　　　　　　　　　　　　時緊急解決を必要とする問題点」に一二）杉山　　整　岐阜児蚕糸公務員

　　　　繊維提学科　　　松尾　車見　　　　　し・て寮糸業企般に頂：って熱心なシンポ　武m　爾良　マルコメ味噌KK

　　　　繊維二1こ学科　　　久「lll秀彦　　　　　ジウムが開催され，最後の日には，機　三｜胡：市憲　埼玉↓W蚕糸公務』．」

　　　　繊維工業化学科　後藤　春雄　　　　　械化飼育，地震研究所，川中島の．占戦　二1：ぱ　仁士　鍮淵繊荊liKK

　　　　繊維機械学科　　高木　春郎　　　　　場等の見学も行われて大会の幕をとじ　林　　文俊　高校教．員

　　　　繊維化学工学秒1　黒岩　茂隆　　　　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　松井　］E通　日精樹1帽KK

　　　　共通学科　　　　小泉　　所　　　　　　　　　　　　　　…一　　　　　　　　　当！川　　澄子　蚕糸不；1学研：充所

　　　　教養部　　　　中村　六男　　　　　　　田口亮平教授海外出張　　　安1．日利枝　d1外グラビアKK

　　　　附属農場長　　　町田　　．1［O　　　　　　l；U口教授は5∫11111からパリで開催　tl、1「：1　常り」　折潟県蚕糸公務員

　　　　国盤分館長　　　会田　栃i作　　　　　される第12回国際寮糸学会にわが田の　山下　徹：t［1鹿児島児蚕糸公手芳員

　　　　補導委員長　　　竹田　邦彦　　　　　1．ヒ表として出席されることになり，5
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繊維工学科（44名）　　　　　　　　繊維工業化学科（44fD　　　　　　　繊維機械学科（36名）

芥田　博司　兼松毛工業KK　　　　満江　輝lll臼信大繊維学部大’）￥：院　　　新井　ぼ夫　遠ソ、1｛製作所

綾女　幸夫　日京紡績KK　　　　　荒木　聡司　エジソスタンダード石油…→志　定良　浜沢工業

伊藤武平都築繊蘇K　　　　　　KK　　　　　づ肋泰生椿木チェイ鵬2作所
碓井　憲一信濃絹赫紡綴iKK　　　安保JE一　大阪府立人学人；；院　　　岡本　定1吾　OM製作所

内田　吉一　吉忠KK　　　　　　　池内　寛墾　日《洋レーヨンKK　　　　小川　　稔　オイレスニ1業KK

大山…糊日本フエルト1砿　　伊聡醗・1・長野↓燗脊精密工櫛t験小杣⊥1稔旭fl誠KK

岡田　浩三　砲山製糸KK　　　　　　　　　、　所　　　　　　　　　　梶浦　　鋤　名機製作所

岡田　　実　三菱レイヨンKK　　　　㍑谷ふみゑ　河端小詔製作所　　　　　ニノ川　正策　オリンパス光”；ξユ1業

岡村　昌寿　オルガン針KK　　　　　太田　清久　山梨大学大学院　　　　　春日　　ilよ匡　ナイ、・工澱KK

ノ」、架　伺之　森“ド仁丹KK　　　　　？ll］　　泰　信越ポリマーKK　　　　llil｝又　惣…　凍邦レ・一田：／K1ζ

尾胞　　寛　栄工業KK　　　　　　　掛川　弥生　凍京都繊維二ぱ1⊆試験場　　上水溺£フ萢男　富二L：通KK

川上　雅男　旭化成工業KK　　　　　ナi部　正イr∫信大織維学剖｛人学院　　　北城　　厚　諺蓑川産鷺

木下　llij夫　川島紡績KK　　　　　　衣三芭　貞夫　　　　〃　・　　〃　　　　1鳥‘㍑　平和　信メく‖』‖蹴；祁大学院

木村　修二　平田紡績KK　　　　　久保　誠六　長野lll轍1維』麟舗験場　　小5i／仲生　アガツマ精機KK

工藤　諮昭　F1精樹脂工業KK　　　　桜井芙、、，］㌧　長野県木品ll：｜1喝校　　　！」堀　川術　z｝1り製銅所

桑津昇太郎　信大繊ホfll学部大学1提　　　言喪沢　賢治　興人KK　　　　　　　　　ll反井　1」：　Fl本オクルシ’一ル：1こ業

小林　淳人　綾羽紡績KK　　　　　　島lill　進　信大繊維学部大！’1ξ院　　　　　　　　　KK

小山　伸ll吾　川，ll、び織物KK　　　　　　清zk　和明　　　　〃　　　　〃　　　　佐藤　1慌；大　藤力∨コ“ムKIC

権田　雅彦　トーネンKK　　　　　　li：1井　文晴　ill苛砂香料KK　　　　　　柴川　うヒ義　　♂キタ11』機KK

芥藤　安：雄　信大繊維学｝：｛ll大’熔院　　　lI、ハ　　範　ヲイオン油脂KK　　　　島田十三男　倍ゴく繊維学部大’；’弗5

坂元　竜三三　信大繊絶d部311大■院　　　鈴木　∬稔　］喬本毛織KK　　　　　　城山　　敏　i部筑製イ乍所

鳥田　彰雄　綾羽紡績1ζK　　　　　　住i　好…　日オぷ織布KK　　　　　　多川　　誠　アイシン精機KK

消水　　求　東洋肉動機KK　　　　　竹内　竹子　花ヨ三石ケンKK　　　　　堤　　弘守　三漠剖鋤1旨KK

杉田　　修　　トーネンKK　　　　　　田村　康一一　自’溢　　　　　　　　　　ll｜沢　哲天　津上製11所

高部　正章　鐘淵紡績KK　　　　　　中林　　1喬　日本合成紙KK　　　　　永井　批夫　敷品紡績KK

m爪正和　帥戸生糸KK　　　　　中山　1田子　プラタク製糸KK　　　長田　　勲村田製作所

田中　正一　信大繊維学部大学院　　　信古　　修　豊田陶動織機KK　　　　羽田　孝雄　信プ（繊維学部大学院

田中　道男　艶金興業KK　　　　　　長谷川純予　京都晒染コニ業KK　　　　藤岡　艮一　藤胡製作所

塚田　益裕　信大繊維学部大’ド：院　　　」F川　郁男　竹木油脂KK　　　　　　星野　光雄　三三井〕…｝］機工業KK

寺田　　舜　自営　　　　　　　　　馬陽　康子　’ε∫入菌剤研究所　　　　　松男二勝彦　日木ミネチュアベアリン

中条　孝夫　トーネンKK　　　　　伴　あき子　アガツマ精機KK　　　　　　　　　グKK

中森、議和　KK興人　　　　　　　平井　利博　信大繊維三葦部大学院　　　溝端　　恒　黒田精工KK

永田節雄川ξ・｝織物KK・　　平松　勝ヲトーボーKK　　森　久力弓τ川潤作所
原　　伸治　1≡1本製麻KK　　　　　禰田　　稔　明成化学工業KK　　　横見和郎　日本1・ムソンKK

原田恒雄川島紡績KK　　　l菓川敏博長瀬産業KK　　　雷越建り｝1三1本麟
平井敏郎東洋紡績KK　　　　　松井義夫蘇束興業KK　　　　　古非寸健二二信大繊維■部大弓ξ院

藤沢光彦興国化学工業KK　　　南出　直樹信大繊維学部大学院　　井上　　周　田営

藤谷　正オルガン針KK　　宮田矛lj明日本加製紙KK　　帥11登芙蓉三牒KK
星野　伸男　KK福島製作所　　　　矢、島　照美　イースタン金属工業KK

八璽田　修　長野県繊維工業試験場　　湯通堂千元ヒ　森下仁丹KK　　　　　　繊維化学工学科（32名）

矢沢金太郎松本産業KK　　　吉田　繁レナウンKK　　　阿部一雄：蝶涼特殊聯脈K

山本正宏藤井毛織KK　　　呼子藷、｝博剛肛1興産KK　　　撒卿一之倉敷吋ヨンKK
吉川　範文　神戸生糸KK　　　　　　波辺　正敏　ヘキストジャパンKK　　内山　　昇　昭和電工KK

渡辺真弓　グンゼKK　　　　　　桜井重信信プく繊維学音ll大’1ξ院　　太田　知明東洋化学KK
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掛端　勝行　オルガノKK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅井　和彦　愛　知　西　罵　苅　校
勝俣　春美　大昭和製紙KK　　　　　繊維機械学専攻　　　　　　　　　　　阿部　良夫　　〃　　豊田川　〃

金子　三郎　東京炉器KK　　　　　〕菓本　　功　帝人KK　　　　　　　石倉　信作　大　阪　京淀川　〃

北原　一郎　信大繊維学部大学院　　　李　　成一　東京大学宇宙航空研究所伊藤冨士火　愛　知　俸rl井　〃

沓沢さち子　東京都私立禧旺校　　　　　武田　秀助　東洋ユ・ンジアリングKK　内田　　修　長　野　提　野　　”

刀、山　二二郎　木オ寸イヒニ［機KK　　　　　）簾コ・ド　　蘭：　日木エクスランニじ業　　 ］梅日：l　Xn∠｛三　ソく　阪　1㍑刀（谷　〃

請水　純雄　静岡ガスKK　　　　　　井上　統允　悲旧自動織筏KK　　　　江：幡　敏夫　　〃　　市　伺　　〃

懇瓢麟慧卿織維化学蹴攻　　㍑　隆誌”矢，，蕊一
滝木　浩邑　教損　　　　　　　　　竹鳥　il玲失　n木電信電話公社　　　　川久保八郎　　〃　　刈　谷　　〃

寺田惣一郎　KK仁丹テルモ　　　　　『…“★［「　・一　一　一一　…　　　　　　　力内　荘氏　大　阪　東住・㍑　〃

富田　友…　洲公染工KK　　　　　　日召和45年度入学試験合格者　　光野一P：樹兵庫　ill；1符東　”

叩川　一・貞　ll本酬巴｝と工業KK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　政巳　三　煎　沸　　　　〃

剖塾舛・ン化卵K　繊継酬（2㈲　　　燃獄」ξ野．L川“
西沢　憲夫　浜野繊絶工蓑竺KK　　　　糀力：和人　長　野　燃　代　何　校ll協久保　守　」盲　庫　i｛li合　　”

凹沢荘秀雄　信：大繊赤1〔学部大学院　　　入江啓一郎　千　葉　長　生　　〃　　イλ三久間恭乃　午　蝦　木元］』沖　〃

野鼠　原雄　筒分子化学二［二梁KK　　　太田　裕万　蹴　都　城　醐　　〃　　イノ藤　　孝　長　野　上　川　　”

原　　幹夫　信大繊維学部プく学院　　　大塚　孝一　長　野　上　［［1　　〃　　請水　正※　　〃　　長野，1．｝：　〃

藤戊1：明彦　　　　〃　　　〃　　　　大畑　守男　兵　庫　w6　川　　〃　　ピ1川　　誠　　〃　　」二m　　〃

堀内　　剛　帝人KK　　　　　　　川上　敏行　長　野　松本県ケ丘〃　　杉川　　隆　愛　知　国　府　　〃

前島　芳弘　スガイ化学：［：業KK　　　楠木　和之　兵　庫　姫　路　　〃　　高橋　正光　東　京　北　　　　Z’

松浦喜多男兼松卜・プメーキング　小林　宇長野岩村旺1〃　瑚寸博文長野野U迅北〃
　　　　　　KK　　　　　　　　　　　篠βi（洋治　　　〃　　野沢北　　〃　　武村　　治　奈　良　畝　傍　　　〃

松倉　　弐　宮田工業KK　　　　　　高沢　茂喜　　〃　　飯L［1北　〃　　田代　優司　長　野　長　野　　ノ・

丸山　恵子　日立製作所（小諸工場）　1こE高　洋一　神奈川　希望ケ丘　〃　近松　正雄　岐　阜　関　　　　〃

宮本　　昇　興国化学工業KK　　　　西江　敬一・岡　山　笠　匝・1　〃　　塚越　懇二　長　野　長　野　　〃

森岡　幹雄　呉羽センィKK　　　　　仁科祥次郎　長　野　野沢；iヒ　〃　　鑑岡　一r祐　大　分　竹　聞　　〃

　　　　一一　　｝一……　　　　……　畑田　武リハ　　〃　　長野吉田　〃　　長島　　衛　長　野　中野1ヌ．業　〃

　昭和44年度信州大学大学院　　浜田　　隆兵庫鳴序　　”　西沢茂夫大阪　和　泉　　”

　修士課程卒業生就職先（17名）　平ジト直…　長　野　上　田　　〃　棚島　雅博　群　馬　高　崎　　〃

繊⌒攻 @　議㌶‡、、”阪ぽ1：器《三謬蕊1
丸山　泰男　愛知蝋公苔センター　　　福田　末隆　緬　井　武　生　　〃　広居　久〒1］山　形　米沢興譲館〃

消水　治雄　群μ5鬼蚕業試験場　　　　穂刈　敏克　氏　野　屋　代　　〃　　福田　　保　石　川　金沢桜丘　〃

撒工業化轍 @　璽㌶蕊蒜⊥、；1，1蕊き謬‡三二
］」山　明子　日本オイノL・シール化学工水内　直人　　〃　　岡山操山　〃　　松本　　明　富　山　砺　汲　　〃

　　　　　業KK　　　　　　　　水野史子埼玉　熊谷女子　〃　宮坂初男　長　野　上　印　　〃

落合　武次　富士写真フイルムKK　　三船　耽博　大　阪　三三国丘　〃　森下　　学　福　井　若　狭　　〃

小笠原健二　艮野県須坂回、苫学校　　　山内　光晴兵庫　姫路東　”　矢倉　史朗　大　阪　住　吉　　〃

川付長蔵F体エクスランKK　l⊥1崎芳江長野上鵬と谷丘〃　山川真砂岐阜大垣；｜じ〃

宝永嘉男ユニチカKK　　　剖相酬兵揮ド西宮凍〃　山辺和夫長里∫上団　〃
広橋　　満　フナイ薬品工業KK　　　吉沢　和寿　長　里f野沢北　〃　柳沢　昭男　　〃　　上　田　　〃

中曾根弓夫　花王石ケンKK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉松　　和　兵　庫　西　宮　　〃



昭和45年5月20日　　　　千　　曲　　会　　報　　　　鵡．175　（7）

依田　守夫　長　野　上　田　商　校　Til川　祥一　　〃　　上　田　高　校

　　　　　　　　　　　　　　　　醜一三愛矢「｜国府“綱化紅学科（3疏

撒工業化学科（40名）　　畷雄．、“縮蹴“愁育1］ll京者眺　　高校
阿部　亮一　岩　手　一関第一　〃　　：井ノロ昭雄　兵　庫　姫路西　〃　　芦田　良一一　長　野　上　田　　〃

諒山　和敏　愛　知　刈　谷　　〃　　今井　　了　香　川　坂　川　　〃　　’n利　混夫　　〃　　野沢北　〃

伊勢田裕子　鳥　」反　米子束　〃　　植木　一夫　鳥　取　八　頭　　〃　　池r1］　幸夫　大　阪　金蘭千里　〃

上松　　清　大　阪　住　吉　　〃　　上野　住火　長　野　上　汀1　　〃　　稲熊　康詞　愛　知　桜　台　　〃

梅田　洋一　愛　知　時習1‖等　〃　　大槻　　章　　〃　　諏訪清陵　〃　　岩木　辰雄　鳥　取　八　頭　　ノ・

種田　育男　岐　阜　中　津　　〃　　笠井　純夫　　〃　　松木児ケ丘〃　　大垣　敏央　大　阪　山　木　　〃

小川　博京都11」城　〃　鎌田　茂大阪東住吉〃　固沢　直長野須；吸　〃
岡部　光9」　群　馬　富　岡　　〃　　北原　輝義　長　野　1公本児ケ丘〃　　奥村富美火　岐　阜　加　納　　〃

勝11」英久　神奈川　川　和　　〃　　小池　　：力　　〃　　諏訪沽陵　〃　　小野　涼子　大　阪　ni　“　「〃

角丸　悦二　大　阪　関西大倉　〃　　幸積　　胴　兵庫　鳴尾　　〃　春1三｜俊・長　野　上　1・n　　〃

照部　利之　富　山　砺　波　　〃　小須川豊明　長　ll1董野沢北　〃　　河野　俊昭　長　崎長崎m　〃

近藤　健・一　兵　庫　星　陵　　〃　　ノト林　　仁　　〃　　思　代　　〃　　熊井　巻女　長　野　岡クト工業　〃

清水　博之　福　井　若　狭　　〃　　近藤　llki盛　　〃　　　〃　　　〃　　釆本　；・出ゴJ充　良　三圧　：繁　　〃

清水　木武　長　野　」二｜］｜1二曲　〃　　酒冗　　博　滋　賀　虎　41｛i　　〃　　．旧ヨ〉茂樹　大　阪　箕　m　　！・

上甲　恭平　大　阪　夕陽ケ丘　〃　　新保　公一　石　川　金沢¢畠丘　”　　撫川　『1ド　描　lll］1八　幡　　”

白井　政晴　三　爪　四r〕市　〃　杉浦　弘忠　愛　知　半　田　　〃　　島m　　徹　大　阪　生　野　　〃

城下　洋子　岐　阜　斐太　　〃　杉岡　英雄　岐阜　郡上　　〃　清水啓…　長　野長野工業　〃

鈴木一寸ヒ好　神奈川　1希望ケ丘　〃　満宮三三四郎　愛　クlll干　洞　　〃　下山　泰彦　愛　知　向　陽　　ノ’

左右木1「由愛知刈谷　〃　r［帥　　章埼ヨ三浦矛II　〃　糊i正幸長野長野　〃
高間　道裕　岐　阜　岐阜北　〃　辻竜…・郎長　野松本蝋ケ丘〃　関　　隆夫　静岡韮　山　　〃

武井直行長　野　松本膓laケ丘〃　富川　勝良　　〃　　伊那北　〃　1㍑i石　泰宏　兵　庫　西宮東　〃

田中　忠志　　〃　　松本果ケ丘〃　　鳥掃　山奨　愛　知　刈　谷　　〃　高橋　俊ジこ　猟　旗井　草　　〃

m村登正大　阪　人乎前　〃　褒斗　伸吉　大　阪　今宜　　〃’　高橋　泰f｝i『大　阪　泉　陽　　〃

田辺　陽一　岡　山　三1ミ島　　〃　畑中　　博　　〃　　桃山学院　〃　津村　弘次　和歌山　日　ili5　〃

寺部　璽：利　愛知　図　府　　〃　深井　英紀長　野上　m　　〃　成沢英之　長　野上　田　　〃

伝田　淑子長　野　長野西　〃　　福井　真苔　兵庫姫路東　〃　西　　豊充　大　阪布施　　〃

中島コE人　　〃　　上田　　〃　藤井　　隆：大阪　八閲　　〃　藤原芭久治　　〃　茨木　　〃

長岡　　創　　〃　　上田千曲　〃　　降旗　久男　長　野松本県ケ丘〃　別府紮樹長　野岩村田　〃

長峰秋雄　　〃　　長野吉旧　〃　朴木　秀樹兵庫三田学園　〃　松田　泰介三並津　　　　〃

仁尾　　豊兵庫　西脇工業　〃　穂苅保美長野須坂　　〃　水野　　章岐阜瑞浪　　〃
西口　　純　　〃　　尼　崎　　〃　　堀内　健二　　〃　　屋　代　　〃　　山本午代重　愛　媛　宇矛n島東　〃

野口　賢治東京　墨田川　〃　牧野　良司　愛知刈　谷　　〃　湯田　吉春長　野須坂　　〃
畑　　弘文　長　野　上　田　　〃　　町田　光悲　岡　山　津山．L業　〃　横山　雅夫　岡　山　玉　野　　〃

日野　　弘　　〃　　伊那北　〃　　松本　行雄　岐　阜郡　上　　〃　吉越茂樹長　野吉　田　　〃

古川　　武新　潟　糸魚戊ll〃　武捨　貴昭長　野上　田　　〃　和仁　利之　岡　山　津　1⊥1　・〃

前田　洋一　三　重　四日市　〃　　室賀　孝一　　〃　　　〃　　　〃

松山　正代　広　島　福1」」誠之館〃　　1上旧　　茂　三　党　宇1吉山1：日　〃　　1…………一一一一一・一一一…一一一一一一一一一

森　　忠司　大　阪　東住吉　〃　山田　敏治　長　野　上　川　　〃　　　昭和45年度信州大学大学院

山本　耕司　　”　　三国丘　〃　湯沢　公明　　〃　　赤　穂　　〃　　　修士課程入学者　　（25名）

山本隆夫山n宇部　〃　横山俊輔兵庫西脇　〃
　　　　　　　　　　　　　　　　米田和彦鳥取馴測．繊繊嶋攻

撒機鱒科（4鍋　　　淋真担・予上m“酬定酬培繊継部
池田　和美　長　野　飯　田　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　原　　　厚　lli『州大学敦育学部
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鷲攻信州＿贈，1、騒璽口螂輪鵜i：縷薫
扱元聡　　〃　　　縮御苑の観桜会に列して　述い性質のものであ・たカ・誠眺涯
菜沖昇太郎　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に一度のものかと存じ川琉してこの〕tl

デF藤釧　　〃　　　　　　蒲生俊興栄に胤て∫梱、襯潟、≒1，。
膓i田益裕　　〃　　　　川5日朝の速迷でイ占1藤綱　！大臣か．＿，＿＿＿＿．一＿＿i庖．．

繊紅業化鞠攻　　　　らの御繍宏受けて13附柵∫91脚　還暦を祝。て
　　　　　　　　　　　　　　　　　から11時迄の受付けで，私↓∵仁その前夜

青江：）糊酷り・1眠・酬ぽ　　，‖i鴨の糊の；聞liり川晒肪，ク　田口研究室出麟の鮭り

糊鮪　　”　　・…紗ぷて順さ…人・・洲相’去～川川・1僻41・lrlい・り，却、1
衣笠鰍　　〃　　　1．国勒101脚蹴醐llwら入苑しのr謎べ1洲りに叔嶋ll｜川姻・
　瑚ぷ信　　〃　　　た，門内｝1・は受f・｜・泌り数人の係員1、、先ζkご夫歎お］沿し，1川先生にi，1，：

脚］進　　〃　　　喘勝蹄凱轍し汕三内川醐前欄1コ蝋いただいた門一1・個｝紬が
消水　和明　　　　〃　　　　　　の広場に備え付け1湖｜，た大フミ糀内の個集まり，先生の還据のト‘！賀ご憶開催し

平井利博　　〃　　　友会場に案内された。鍋一ぐは楽隊のデ、二。

藤森断信州蝉魍’・部　　灘する賑やか嫡そ・陀混租．て既に6巳生が肉膿微・判川1洲大判』（
南出　直樹　信州大学繊維学部　　　千数百人にも汲．慕多数の招祷者が思V・紙学部にご転任されたのは昭和25∂1三で

雛機榊轍　　　　思いのテづル轍り力洛舳融ある・オ・聯購…うど誕1任2・周年
　　　　　　　　　　　　　　　　　に色’キな御馳走と飲みものの饗応を愛　になる。こ¢）20年のr‖1に1二1：1口U「究蜜8：

吉村艦酬培繊維弓ξ部　け，その醐伽舳こ佐藤総理鐡と巣立。・加っゾ、門刊組瞭f5に氾、
島田＋三男　　〃　　　5，6名の閣僚夫誕が居ら牙・，午余名♂，．相の祝賀会の1．L聯は北は盛1　il

羽田馴　　〃　　　の招締が・二列唖んで順～始巡妨輪は蹴1：，｝，訓奇からピまオ壕
黒岩　平和　　　　〃　　　　　　　に挨拶に向うという指向だったので，　雪地帯の北陸からと，企国から集まっ

繊靴学工縛攻　　　鍬もこの列蜘牙・り・2・3°頒・て来た・どうしても都合が恕く喘で
　　　　　　　　　　　　　　　　　順番が来て・佐藤総理以一｜ごの各大臣にきないと通知して来た門下生を合めξ、

新井　敬一　日本大学工学部　　　　去々握手と御礼の言葉を終って広い苑　と47名であった。これは一重に先生の

北原　一郎　信州大学繊ilt学部　　　　内を散歩した。五十余種に及ぶという　ご人徳のいたすところである。

麺行徳　　〃　　　緬の接も糊・吉野桜のみが，1、1欄と祝賀会は陰の開会媚tによって始
西沢　秀雄　　　　〃　　　　　　いう程度で花見にはやや時期問早の感められ，先生のご挨拶，門下生代表の

原　轍　　 〃　　　がした認側塒天だったカミ風が強く棚・があった後，宴会に入った．昨1
　　　　　　　　　　　　　　　　　少々1別口した。どi日の招待者は我々叙　石∫1究窯出身者といっても古参は今や40

　　　　　　　　　　　　　　　　　勲晋ばかりでなく，各国大公吏館貝な　才に近く，新参はこの4月卒業する20

特許・実用新案・意匠三・商標

　　田願・訴訟・鑑定

浜特許事務所
東京都港区新橋1の15の4

堤第一ビル4階東　　京　　（591）　　0764・0765

弁理士　浜　　　香　三
弁護士　中　　　猪之助
千曲会員　福　島　鋼治郎
千曲会員　長　谷　　　実

信大教科書

自然科学書／
　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　
　　　’　　　1

／

　工学書協会特約店

株式会社西沢書店
上田原町TEL②0024
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才を過ぎたばかりといった若者である　14），久野邦博（繊学16），箱111晋唯々敬意を表するばかりである。氏は

のて，まず自己紹介をした。皆がUl口　（繊学16），矢島正晴（繊学17），伊藤目下，沖縄と本土の閲を頻繁に往来し

研究室で過したユ年間を懐しく思い出喧（繊学18），土屋仁士（繊学18），柳　ており着々と完成を期しているのであ

し，つい昨日のことのように話しなが沢幸男（農4），飯島ちよ（職員）。　　る。

ら・この1年間の先生との交流が・大　　　　　　　　　　（農4，柳沢記）　　吾々千曲会員は氏の壮図の成功を祈

になっていることを語っていた。
　宴が進むにっれて，皆が先生と奥様　　観光事業に進出する緑間武氏　　　　山口研究室出身者による

の周囲に集まり，往畦偲び，今担すでに会‡艮、62号と、67号で紹介して　先生を送る集い

てもらった。先生は温顔をほころばせおいた沖縄の青年実業家，緑問武氏が　　春の訪れの遅い信濃路にも桜花が咲

慈父のごとく・うなずき聞いておられ今度沖縄の観光事業に進出し，すでに　く季節となり，本学部へ招聴した口本

た。　　　　　　　　　　　　　　　　資金の調達，基礎調査を終り，建物の　蚕糸学会第40回学術講演会の行事も盛

　時肝1はたちまち過ぎ去った。先生ご起工式も咋年末に済んだ。私は当時同会裡に終了してほっと一息入れた4月

夫妻にはいつまでもご壮健で，我々門窓生中の異色の青年実業家として，母18日午後5時より，新たに上田市とな

下生の心のよりどころとしてご活躍下校創立の恩人針塚先生の精神を生かし　った別所温泉「上松屋」で，山ロ定次

さるように祈って万才を三唱した。間ている人として同窓に紹介したのであ郎先生を囲み，直接ご指導いただいた

もなく先生ご夫妻は退出されたが・余　る。月移り，年変わり人の心まで変わ門下生30余名と研究室に関係のあった

韻を惜しみ・肩を寄せ合って語り合っ　って来た咋今，この精神を処世の軸と　方々が，先生の日本蚕糸学会賞受賞と

ていた門下生は「ささや」の従業員に　して活躍する緑間氏の姿を想うと針塚信州大学ご退官の祝賀および送る集い

「閉店です」と言われたのを恨めし気精神が如何に貴く，如何に世情が，変の会を泊りがけで催した。

に睨みつけて・この次の田口研究室出化しようとも，この精神の底に流れる　　先生は大正14年に上田蚕糸専門学校

身者の集まりはさらに盛大にしようと　ものは未来，永劫に真理であることを養蚕科第12回生としてご卒業になり，

再会を誓って握手し・三々五々上田の痛感しているのである。　　　　　　爾来45年の永い間一貫して母校に勤務

凍つく町の中に消えて行った。　　　　さて緑間氏が今回計画している事業され，この問山口研究室で直接ご指導

　爾この集まりの出席者は下記の方々　の概要を同窓諸氏に紹介し，同窓生あいただいた門下生は60余名に達した。

である・（敬称略）　　　　　　　　げて彼の事業に協力していただきたい今回の先生を送る集いに参加した方々

田口先生・奥様・茨木宣雄（蚕38）・　と懇願するものである。観光ホテルの　は遠くは栃木，静岡から，また新潟か

西村善次（蚕38）・大平　暁（繊学2）建設地は那覇市のうち最高の風光明媚　らは自家用車で乗りっける方もあって

北島格次（繊学2），小松茂男（繊学の地，首里山川の高台で，那覇市を一初め予定したよりは多くの方々が参加

5）・宮沢喜久男（繊学5）・土屋　競眸のもとに傭廠する景勝の地である。　下さり，広い上松屋も別館は貸切り，

（繊学5）・堀内　享（繊学5）・直井建物は地下6階，地上11階，屋上2階で一部は本館に食出す有様で，これも＿

利雄（繊学6）・西尾泰徳（繊6），香総予算18億，客の収容人員600名1，沖重に先生の人徳のいたすところとこの

山　章（繊学7），手塚　茂（繊学7）縄最大の規槙である。設備，内装もデ会を計画した幹事として喜んだ次第で

菅沼性一（繊学8），奥田守孝（繊学　ラックスで豪華さが計画されている。　ある。なお，会には都合で参加できな

9），児玉彰彦（繊学11），勝野裕夫その完成は明年（1971年）秋頃の予定いからと会費だけをわざわざ寄附下さ

（繊学12），小林重明（繊学12），杉島の由である。これからの成長産業の一れた方もあった。

薫（繊学12），山本満寿夫（繊学13），　っとして観光事業は最たるものの一つ　　会は定刻を少しまわってから始めら

黒沢健一（繊学14），南部　魏（繊学である。氏の慧眼と積極的な意欲にはれ，先生から今回の受賞も，また永い
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勤めを卿：終了できた・ぷ5様のお陰同で朝随共｝こし，麗上で記念撮影をしデこ・相峨翻部｝こu膿ス＋部

であると敬麟クリスチ。ンらい・こしてLL旧研究窒出蹄による再会を約員は期宋醐鑓ひかえた為か・刷が

挨拶があり，門下生代表から先生に送　して10時頃散会した。　　　　　　　なかったが，来年よりOB対111役の練

る祝辞と離別の謙があっ・⊂後，鍛捻，この集まりに参加された：脳習｝船を寸一るむ身汲議した・

途rl1本日の会にわざわざ先生のお嬢さ　三妻　nl：（岡13），柳｝1ぐ幹火（1∫（113），　　・・H］三年、］：りスキーOB会か1：，スじ…

んが挨拶に来らオ・した。…プア，今日の記ン野汎男（同］4），小林公：～　：（同15），部に刈’し℃讃（朔勲，剃拙努力）

念にと団楽の一・駒を撮りつづけるカも　、洞1’健一（［司15），情水　治C岡16），　のトロフィーと楯をスキー部の推’”に

あり，また旅館の主が同窓であり，山塩川粂光（岡1（〕），横lll好範㈹17），　より会長が部の総会1二方て授与いこい

n先生の奥様，新潟から参加いただい　小］卯敦芙（同18）。（学繊8，小林‖己）　る。

た倉沢先生の生家でもあり，宿六のlll，．『、一　　．＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　21jglllJOBミ出席！↓fで裏太ll！1｛に

し出が三人居てそんな気安さから和気　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て滑りまくり，OI3といえども衆llを
紺のうち。会眺征7、Ω　　スキ｝部◎圏会便り　集め耕、劇1しざ沖瓢〔州鹸し

　1ぼ間はたちまちに過ぎ1011●をまわっ　　11諺抑r｜45年度スキー’｛llOB会の総会は　たg

たので，各世代の5人の旧応援団長に　2月S目’∨91｜にかけて菅平高原，JE　　日1席Jf氏拓

ご足労願い，先生が現職を退かオ七ても　芙屋旅館で開かれた。　　　　　　　　黒岩先生，小宮山li克樹先生，藤原　超

益々ご健勝で，われわれ門下生の拠ど　　8日午後7時より，菅平ヒュッテ管商橋史明，武田克明，大宮昭博，lll本

ころとしてお過し下さるようお祈りし　理人小’『山茂樹先生，スキー部雇［i問黒　俊雄，伊勢　隆，馬場克彦，ノJ・沢弘P

て団長踊りを皆の手拍子で行ない，つ　累｝先生に御1而席いただき，伊ワ5隆会長加藤三1ζ夫，中塚吟造，清水貞雄，前1．ll

ついて万才を三三唱して後各部屋へ退散の挨拶に始まり，会員の近況報告を次雄二良11，中山干佐登，ilr川浩二，藤森

した。その後も余韻がコづき寝にっい　々に行っ91二。話題はや｝正りスキー技術邦忠，打保勝郎，武田秀助。

たのは12時をまわっていた。翌朝は一一’　や，新旧スキー部員気質について集中　　　　　　　　　　　　　　く武田記）

海外に飛躍する

北野建設株式会社
坂締役社長　」ヒ　　野　　次　　登

長野市県町524電代（2）1201
東京都中央区銀座1の5北野ピル　電大代（562）2331

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ビル電代（344）2366

松本・高田・ジャカルタ

の

井口工業株式会社

本社工場長野県岡谷市銀座2丁圓12－：18
　　　　　電話岡谷　（02662、①3288（fヒi～二）

第2工場長野県岡谷市加茂町4ゴ日3－5
　　　　　電§舌ll司谷　　（02662）　　②4　6　6　8

■
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た。　　　　　　　　　　　　　　校の事情を知り驚いていた。清治氏は

　当日の出席者次の通り。　（順不同）　会合のある毎に会場を提供し，出席さ

野口新太郎，羽生英筒，神崎聖徳，市れて処世の道などを話してくれ，誠に

　　　竜川支会総会開催の記璽藁叢三㌶欝㌶驚巖㌶：膿驚

　　野口新太郎先生を飯田女子短大に御堀　新郎，清水一郎，筒井忠夫，城下氏があり，この人達は口々に会報の未

　迎えした歓迎会以来久しく開催されて治雄，木下　敦，吉川藤男，吉川稔穂着を歎じていた。係りの方にはなるべ

　いなかった竜川支会総会を漸く寒気も　林　岩一，柳原清志，市瀬有三，（本　く住所の調査を正確にし，会報の送付

　ゆるんだ2月21日飯田市富士千に於て部）土屋幾雄理事。　　　（筒井記）　をしてもらいたいものだ。会報が届か

午後4時から開催をした。本部からは　　　　　　　　　　　　　　　　　ないから会費のことなど全く知らない

学部長選挙の興奮も収まらない翌日で　　　　　　　　　　　　　一　　　のだ。宴が熟すると共に学生時代の想

はあ。たが土駿鮭生を急馴願い　愛媛千曲会の記　端移り行く母校の数どが言鍋こ

　して光彩を添えていただいた。　　　　今年の寒波は，なかなか強く南国四　なり，更に今後信州大学の一員として

　　市瀬支会長の挨拶に始まり，土屋理国にもおよび，伊予，高知境に連らな如何に推移していったらよいかと言う

事から母校並に千曲会の現況の報告が　る四国山脈の最高峯・石槌山，天羽岳　ことであった。話の中に清治氏の自宅

　あり・学部内の農工関係の複雑な問題　も相当の山麓まで真白くなり，寒気も　の米軍への接収されるエピソードがあ

等に亘って今後の学部・千曲会の重大　きびしかった。松山一別府間，八幡浜った。彼等のやり方はすべて合理的で

なあり方について・認識を新たにした一別府間航路も欠航していた。入幡浜高い山の上から家並を見て瓦の光って

次第である。　　　　　　　　　　　の酒六工場での所要を済ませ会場の宝いる家をチェックした。それは瓦が光

　次いで事務局より会計報告に併せ会　もので，物心両面において同氏の多大を持参し対等につきあったそうだ。

費徴集方法について問題を投げかけ論のご好意によるものである。会場には

議された。支会会員の分布が広範に亘　沢山のご馳走があり，どこの会でも見

っていること等隆路はあるが，地理的　られないような豪華なものであった。

条件からも上伊那地区を分離して精々後で聞くところによると，これは殆ん

実効のあがる方法により本部活動資金　ど忠祥氏の奥様の手作りのものとか，

の調達に心がけることになった。この　どうか当日御出席された各位にはこの

間野口先生より建学の理念を説かれ同　ご好意に感謝して下さい。

窓の大先輩として烈々たる気纏を以て　　さて会は宝荘会長，清治氏のご挨拶

いろいろ御意見を披涯され，参集者に　に始まり，っいで皆様の要望により私　　また母校の改革問題にも話が出て清

深い感銘を与えられた。　　　　　　　が学部の現状や，将来の行きかたなど治氏（宮崎忠祥氏は清治氏のこ令弟）

　別席に於て野趣豊から殿様御猟料理にっいて説明をした。この席で始めては次のような意見を述べられた。今後

を囲んで銘酒喜久水を汲み交し宴酎と　わかったのであるが，出席者の半数が母校は工科系にもっていくことが一般

もなれば飯伊アヤ，マジシャン，メン千曲会報を入手しておらず，まして現的に考えて見た大方針であろう。明治

バーの代表者神崎副支会長の妙技に全職を退いている人には殆んど届いてい　維新の際，療刀令が出た時，武士達は

員魅了され胸襟を開いて大いに語り，　ないので本会の事情や母校の推移など断固として大反対をしたが政府は万難

且つ飲み次回を約して午後8時散会し全く知らなかった。私の話で始めて母を排して実行したようなものだ。70年
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　　　　代は驚くべき産業革命が起り，第一一・欠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の1時別講がiとして呼びものであった久

　　　　麟は漱継をするだろう．私瞳　 上小支会総会記　鯛呂ぷの燃工曄と老1ヒう勒につ

　　　　蚕科の出身だが酬蜘発展のためなら信灘初春まだ浴・朋71｜パ・後いて部演，り演があった。細の・1’様

　　　　ば郷愁は捨てなければならないと結ん　1時から上小支・会総会は上田市ささやは私よりお若い人で私は73才で年令1「1勺

　　　　だ。そのほか宴会中にはいろいろな処で開催された。例年2月に開くが今年　には老人組ゾごカP、の∫∬L色皮情を見て下

　　　　世の話も出たが後日また執筆したい。　は都合で今ド1開催となつた。3月は会　さいと壮必のようぬ兀尺（で話をされた

　　　　終りに母校および刊絵の発鵬隆呂礼学校等多1亡であるから2月が良い輌・の上で1ぴをぬい・挟演された。

　　　　を祈り・また会おうと語りっっ散会し　との声もあったが寄せ酔のとおり58名　こうした健康休操を毎朝っづけ牙Lば良

　　　　た。　　　　（44．12．14，荻原清m記）　の会nが集まり盛会であった。地元で　いがと会員の声並）あった⑪た卍た日三上

　　　　　当日の出席者次のとおり（敬称1略）　1呼々顔を合せている人が多いので感激小叉会総会の陥ii宏で）i、婚式が挙げられ・

　　　　宮崎消治③8），三如こ弥市（糸8）1，附シー〉というもの駄v・が，刊剖てお酬λ、に歌声が肌鰍てくると，隣

　　　　丸山利…卜（寮12）・．ヒm4乃（糸14），　元気で活1∬．していi5ことで笑顔で会え　りが景気〔：・：）けてい〉，ので1私が刺llll行・

　　　　工藤見古（茶17）’宮lll［｛｝忠禅（糸18），　15ことは楽しい。総会は倉沢秀一一6ill支覚え7：1時の歌を披露，これは仙康と

　　　　中島態保（糸19），薬lli「i神弁太郎（糸会工‘の〒J会で先ず笠原1｝i§人IJζ会長の挨声の撲演でわかわ｝う・しいi美声に一llll大

　　　　22）・｝1］流夫（糸38），須］戊1保夫（学拶があり，つづいて鰯ならび｝口lll・梱三で　蹴が終，た。さて懇親烈泊

　　　　糸2）・関　弥三（学糸4），井沢源一・報間∵t竹内彦保幹‘川Cから説朋があり　り初めに猪奴直一1〔：により健康叱L祝し、

　　　　郎（忠祥氏秘認1：），荻蘭ij治（射2）。拍罫にbて承認さオした。次に：栂汝て乾1η；に初ま覗は網Ll、二げられ九，

　　　　員で熱心に討議して貰いました。　　　らびに母校現況艮告について関博夫理るもの6名，何年振りかの気楽｝1）：学友

　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　事，北条箭Jl三副理1限：む・ら本会総会後だけに過去半生の出来1，．に話はつきな

　　　　　1・支会規約1乍製の1’ト　　　　　　の巨絡事頃について，学部の現況にっ　く，家族を合めたのも今回が始めて。

　　　　　1・支会名簿作製の件　　　　　　いて報告があ・；、た。笠原支会長から学　　電話して来るもの，午紙に細ぷと書

　　　　　1．　支会長任期と改選の件　　　　　音ll（学科）の教宵方針｝こっいて質問が　き託するもの，ひとしく目席ll来ざξ、

泉　　　　1・定期支会開催と期日の件　　　　あった。母袋忠右衛門氏から長野児議をなげき残念がっていることを想えば

　　　　　1・母校との連繋強化の件　　　　　会の状況についてお話があった。蒲生会するものの一屑の三、旨福感にむしろ感

　　　　討議結果は今後現支会長と地区斡事に俊興先生から蚕糸教育の改善問題の意激すら覚える。静岡の山m良人兄の発

　　　　於て起案し次期支会に提案することと見発表された。次に支会の運営につい案もあり，来る46年は卒業401；｝、1年記念

　　　　なりました。　　　　　　　　　　　ては△費の納入率の回上に力を入れ昨で盛大な同級会を開1川せよとのこと，

　　　　　爾当日の出席者及び千曲会費別紙の　年は上小支会4簿を作り23地区に分け何れ早い目に8，卜画したいものと考える

　　　　如く現金を添え送附致しますので御査地倒1‘に会費徴収の置任者によっておが今から再会を認ぶと共に，よりょき

　　　　収下さい。大変報告がおくれました事｝領いした結果上小支会として画期的な　案を至急当方に連系餐いただきたい。

　　　　をお詫び申上げます。年末の衆院選，　85％を越ゆる上成績を収めたことを竹　　子供も既に成人し孫をも数え£、こと

　　　　病気・母死亡等雑事が重なりましたの　内彦保幹事長から説明があった。この　になると話も限りなく広がり紙而に；！、：

　　　　で御了承下さるようお願叩上げます。　よい傾向をつづけて行くように強い希　き尽されない。取敢えず出席者を紹介

　　　　　　　　　　　　　　（砂田正義記）　望があった。かくて議案は終り，今日　すれば，宮崎忠祥兄は大地三ヒ，大蒙主
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それに若い奥様で予想外の元気で学生香資をおくる。以上簡単なるも会合の　（佐久総合病院長）の懇請により同研

時代と少しも変りなし，信越電線の笠様子を連想いただくことにし，各位の究所嘱託として勤務し新設の電子顕微

原義人兄は地にっいた社長振り今後の健康と多幸を念じ，来るべき再会を夢鏡を主力にビールス研究に本格的に取

健闘う汰きく期待される。建材会社をみて筆をおく。　　　　　（千葉記）　り組むことになり成果が期待されてい

自ら経営する山田保士兄は昔のままの　　筆者千葉兄は神戸生糸の常務取締役　る。

豪放慕落，殊に応召中の想い出話は今例によって明るい元気のかたまり，彼　　母袋忠右衛門氏（蚕25）海外視察

回の話題をさらいきった感じだ。白髪のあるところ常に春風が漂う…笠原記母袋忠右衛門氏（長野県議会議員・本

好紳士の中島態保兄と人徳愈々さえ往　　　　　　　　　　　　　　　　　会副理事長）は長野県議会より選ばれ

である。　　　　　　　　　　　　　　常務理事会開催　1月26日常務理事　ランダ，フランス，イギリス，イタリ

　　　　　　、　　　　　　　　　　北条箭正副理事長，小林爾一，白井要会総会，綾部市で開催。

　出席予定者では，荻原先生の公務上範田中一行で小諸市において北佐久　　宮島とよ子さん千曲会事務局に

止むを得ずの欠席で残念至極，鈴木玄支会長大山融，小山俊吾，山崎保太の千曲会事務局に一名補充は総会で決定

九兄には北ベトナム国の招きに応じ急各氏と支会の組織と連絡強化，会費納　していたが，この度繊維学部図書分館

遽3月121≡1に第2回目の出発，蚕糸業入率向上について懇談をした。午後はに永年勤務の宮島とよ子さんが退官し

開発の大使命に希望は大きい。井野正南佐久支会長阿部丈夫，前島正直，樫たので4月1日から千曲会の事務をお

夫兄の欠席は長らく東京勤務が急に大山幹男各氏と佐久市にて懇談した。ま　願いすることになった。

阪へ栄転の朗報に変ず。　　　　　　　た3月27日更埴支会長鷹、野貞雄，清水

勝郎両氏と篠ノ井にて同様の懇談をし
県内地元支会の会費納スー率を80％まで　　千曲会費完納会員

あげるよう協力がた依頼した。　　　　会賓通算40回完納した会員は次のと

　窪田巌氏（蚕19）海外視察より帰国　　おりです。多年本会向上発展にご協力

窪田（旧姓町野）巌氏は旧臓2日羽田　いただき感謝いたします。なお40回完

発ブラジル視察中のところ欧州，フフ　納会員は以後会費免除となります。

リカも視察，香港経由で3月25日無事　　立岩　笑保　蚕3（T5）　兵庫

帰国した。目的はブラジルで建設業を　　天野　末治　蚕9（T11）　愛知

　各位の電話や通信による連絡事項は　している実兄を訪ね36年振りの再会と　井上兵一郎　蚕12（T14）　山形

出席者を大いに喜ばしめたが，紙上紹海外視察で，特にブラジルでは学生時　　岡崎　勘助　蚕16（S4）　山形

介は膨大となるため残念ながら省略せ代鍛えた剣道（現6段）の腕前で彼の　　市瀬　武寿　蚕21（S9）　竜川

ぜるを得ない。只ここにお知らせしな地で剣道指道をされた。　　　　　　　長谷川恒三　糸20（S8）　・山形

ければならないのは山形の長谷川弘平　　山崎寿博士（蚕14）日本農村医学研究　　稲垣文一郎　糸23（S11）　愛知

兄の言卜報である。奥様の長文のお便り所でビールス研究　山碕寿氏は，日木　　鈴木竹男　紡26（S22）　愛知

に涙し，合掌，冥福を祈り心ばかりの　農村医学研究所所長若月俊一医学博士　　坂本　政雄　紡7（S3）　愛知
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矢木博先生退官記念事会募金　　　　　　　山口定次郎先生退官記念品募金

謹啓　時下ますますご消祥のおん事とお慶び［1…1し」二げま　　謹啓　時『卜益々ご川栄のこととh｝（‖び川し上け飼・

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さて信州大学別1芝山「川次郎フ㍑1：にけllr］和・15年：呈月末

　さて信州大学繊維学｝！lll教授矢木博先生には，本年3月　　日なもちまして1｜年℃退’1∫撫㌧！しが二とになりぱした・・

末FIをもって停41・・退官されることになりました。　　　　　　　先生は大：fl三14年に，1」l　lリミ糸工IJ：川’；≒校」「｝i迩科第12川／ヒと

先4三は昭和3年3刀プし州帝国大学農弓出ll拠芸化学科をこ　　してご卒業になり，爾来4馴二の問ド‘咋ユ‘rtパ：：け陵に勤務

卒業後直ちに農林省西ケ原事試験場に入られ，肥料分析　　　され，研究，教’1∫に昧白〔1へ［な努力≒1ご1］1がれ卍した（二己日

にご努力を傾倒され，昭和20年9月n本那業研究所にご　　皆様方±、よく御存じのところレ・1三あ1同1”！1’。“この川，昭Jll

転出，終戦後の肥料不足対策として［牽1内の自給肥料，新　　　19年に．1二［n寮ノi砥じ門学1：ノ牧授，昭和24年’；！郁1改革に伴い

資源の開発に，寵た聞拓地酸性士目じの改良に献身的努力　　信州大1、；’：繊紺1学部上なバζ1後，｜lf｜1｝1〕年｝敗授に1臼ビられ

をされ，rr召和25年7月横i兵回立ジく’」：教授を経て111｛和28年　　讃糸聯の6ヲ「究ならびに～；矧ミの指導1．二い．1：い、］：］llli励さ；｝｜’て

7月信州大学教授｝こご転任になり，その朋教「r者の逃1茂　　　滲りました。

ば、土嬢の改艮，新肥料の開発に貢i｝択されました。一方長　　　　：先竺i三は研究1皆としては旺盛なIM，川究心　豊富i｛∫：、ご；，i糊．

野県公害審議会薬員として工場琉水の新処理法などを発　　　と｛こよ…て蚕の31’］111！，生〕］’1，口三卯生：川ンパ《］1；川Ull・1’1

明され，斯界の発展と繊維農三；：の准展に努力されて」くき　　　讃にオ」ける鎌］16生〕剃）1理に関す二：1，じ’5の研究判Lli忙竃

な功蹟を挙げられました。　　　　　　　　　　　　　　　　表されておりま・〕・が，特に「’溺．消化lll｝官く川川隆∬｝’分

　今回先生の退官を迎えるに当り，長41：にわたるご指草　　イヒに関する研究」に］1り濃」1酷1ゴ得，駕た1｛年41パ．

に感謝の意を表わすため関係イ『恋者により左記のごとく　　は栄ある日本証撒r畔賞兇受買’け1”；∴∫二，．：1なり11i□た、，

記念蔀業会を計画いたしまし．た。っきましては諸事ご多　　　さらに学金にあ治て日，日1溺ぷ学川札fslいlr川∫，㍗1、

忙の折柄恐縮ですが泣）趣旨にご螢岡下さい憲：してこ1窃　た鰯聯剖・普111嬬陀としご，バ1二・樹川ぷ掃烈；刊

力いただきたく存じますのでよろしくお願い申し上げま　　　大会を問罫；繊維’；ξ部に迎．、、川催し、，μの1・1僧瞭日五1鵬C

す。　　　　　　　　　　矢木郎先生退宮記念h業6ミ　　　るなど長年弓会の∫勧cこ1、｛，弓され，づら㍑林得資〈lG、

　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　　　　種）審議秦員，艮野児㍑㌔牝二｝．認シi三匿li汀、四：厩｛1□．iり

　1．　記念｛1：業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろく蚕糸業昇および農叢振興の為1ご撮ノjt；引、□．〆二、，

　　　内容は爽行委員にご一臼：下さい。　　　　　　　　　教了］者としては柔和温1．踊）1パニ舶i紺は指肖い1£さ

　1．　醸金衷領　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ，そのこ燕陶によって優秀な川寵，～，技術肖巳数多く

　　　金　　額　一rl（500円）1ソ上　　　　　「　　　　世に送1，　ll｛されました。また，「曲（ミにあっ‘．ごは：［・．年∫li1

　　　払込期日　昭和45年8月宋日まで　　　　　　　　　．h，理ll：長，顧問を歴任され，’糾描：らびに1イ；11‡1生蘭展

　　　払込先　長野県上日1市常入500信州大学：繊維こ」剖；　　のため隆ミに陽にご尽力なさいました。：二（！）」い㍑」識生ψ・）

　　　　　　　　社団法人　午山会1戊寸　　　　　　　　　　業績は，敬慶なクリスチャこ1二しての：；O人柄に」：・・〉（：ぱ

　　　　　　　ヲく木博先生退官記念部：業ご　　　　　　　せられたものでありまして，私共・・同只敬ぱ）念を数し㍑

　　　振込方法　振替」．．ミ野6243（千IH陰）　　　　　　　ません。

皆様の百貨店

上田・中央⑧信噺鯛郷

　にのたび，先生の退官にさいして，永年にわた㌘ご功

績とご人徳をたたえるとともに日頃のご懇情1こ㍑，・るた

め別記のように記念事業を計画いたい，．した1：，つ∨’、3し

ては，この趣ll3にご賛同下され，枯別いご胸戊1る｝1「↓り詑

すよう心からお願い中し上げます。

　　　　　山FI定次郎先d退官記念ll二、．、、㌧・発起ノ．、一川

　　　　　　　　　記

　ユ．　記念出業　内否は災f傾’員にご・！ビドさい．

，　1．　　日蒙　金　雅i　　－・日　　（5001】1）　ユ戊」二

　1．　応募IUj問　昭和45年8」］末㌍」1

　1．　払込先　五野県」．川11f7；㌃入500信州いLi’｛，ξ、‘，㌦部

　　　　　　　　社川法人「曲’・li句川ll定；）こ川；1｛：’i：：巳’ぼ

　　　　　　　　，1己念h業会（猜、日巳野｛12・1：，1
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　一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金1［1健男機3（S42）、1’、｝根↓1粒泊．1』二麟ξn、、ミ・）i：・校

　　　　　　　会員動静　 （江漸、耐・307）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田上　研二　機　5（S44）広島硝子エ．業KK（大阪府

Ji：立コ’1：三郎　糸　13（T15）　（住）横浜］ll刊1奈川区片倉　　　　　111現Tl∫芝生川1’1－52－2）

　　　　郁1地3・－9－30］・　　　　　　　　元覆ミ下lr怯機5（S44）1くKll．llll轍二1．二1』り「（愛知M・

πi：IP…湧三郎糸16（S4）（fll）堀、W彬9躯：1削一陳　　羽了【1与大仁lll　陪小ll）

　　　　3－31…16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幻｜Jli守　Fllジく　イヒニじ（：大学院）（S44）・f・代1日・1ヒこ巳独iilとKK

・糠　IFI⇔；’・16（S4）」《∫↓ド県多添己．』11；｛簾LLI川．∫メU」」61　　（横劇…硯1又：《’！］，1λ1H　1580）ω…）川rr、1、・1．［・1、1、1酬・

ブ「ll’1．1　肪1‖1～　糸　 2（〕（S　8）三・：…蘂レイヨンKK？ll’矛岩1反絹i　　　　　J也883・＝F代［llイヒニ〔膓進i没KKdl｜Ilr、r6寮

　　　　Z生（罫〔万1都ll1リ↓｜蒸：方ζ：1∩2－8）　　　　　　　　　　　　　　1」．1内　 1｛条ジミ　イヒエ（大・；：1洗）（s44）刀↓り1～fヒ；｝〈：：仁、選SKK］’支

猴U∫」（　護rl籔…　矛0　23　（S11）　’ll｝’域り1…君膓11亙1’fl｛a6着こli渠　rr仁）　　　　　　　　6｜『7りFノ盲∫i」［：行～川イヒ’；’：1）rフど烏…イヒ；：二［：三’；1］釆　（］；｜fZlf～］hぱ『liハ1！1；

　　　　仙台’・陶当台通1）　　　　　　　　　1川’5－－2931（住）・横獺川追浜lll」・2－45東邦寮
一・1

轤?E1’｛i：i：・ヲミプ1’・23（SI11）（“｛i…．）ll・1・］・IM・川・灼：犬　・撤糊〕醐」2（「S28）穐1．1」贈oKKI・∫｛rlこ1眺∫帳

　　　　塚谷川830　　　　　　　　　　　　（束杉ミ川∫，、松川’1－－18…30）

松川仁㌔・’郎糸（U（S22）人梛ll膓醐院簡紺・ンサ　川村1「』ll三糸月‖3（『S29）松筑地ソ、・1醐蔽糸課（杉ミ

　　　　ン．ヌント剛・（住）」iボぷ川越市旭1町1－24－8　　．本『il∫」酬D

井」・r忠　1・’…糸3・1（S22）川1　i耐・lli加洲111繊k・・li　杉木1鋤紡・、・」：（S22）鋤　…樋・ノ（．li三）愛瓢？、ll

　　　　（’lil）横浜il∫港lli区笹’㌔ド川r2612　　　　　　］肺藤．ケ丘7－－1…・－1汀南．分　長1瀞也202＿502

浜肺日糸36（S241）來醐蹴ヒン・ター立川支　水「・米雄蚕28（S15）松筑地ノ川1：務蝋（松本市
　　　　所（‘：東慰剤、£川Tl〕’曙田∫2－一］3立川：．菱ビル5」i｛111　　　　　　　胞匠川’）

　　　　（ll…）．小：肺たかの養｝13gO－3　　　　　・附盛・・一・蚕32（S19）」測・llll珊継紬1（」．珊
｛木　　　　　　」曳…　　着こ　　36　（S24）　l　l紡1il｛乗」．s！1｜fl也プノ．1虫ホ酋ドr‖　　　　　　　　　　　　Tl∫1乎L｝・ξ！1！flll下）

　　　　（nl）長刑∫篠ノ戊・1：醐［・318　　　　　1⊥llソ・】一・次蚕23（S11）長｜；1可跳欄1脹㈱5膓・↓（

抽：蜘；学糸1（S28）片：縮1’士紡1・・一ソンKK　　蹴　↑1丁・搬1‖］・3）（：ll…）・長1、肺i馴1　1∫1

　　　　（松木丁1∫1映4－　9　53）　　　　　　・杣　il時632（S19）北佐傭跳指削i」…（f畝
」二．E　昌生　学糸2（S29）日精1□機KK信’州：1こ場（長　　　　　’市力1．1村lll1201）

　　　　lll了↓l！ミf畝T融々」．D（住）4轍脚’松「ll1505　　111爪コ1　己5’・30（：S17）槻1・小d・・糊鰻（熊本県

1・1；場　昭学糸2（S29）肋’：［二態KKモータ・一一、Pl］業　　醐酬多」辻，4・　1棚・D

　　　所㈹浦〒轍ll田一237）　　　　　　醐・別II提2（’S23）長‖・部一ヒP；li、騨校（上lrい
’［三1’ n反　五U北　’1ξ：糸5　（S32）長81Pl｜IVf、．、’月］着ミ［L合δ、‖皆支jil言　　　　　　　了p大二F・川］’）

　　　　（ノ」、荒背］rf劾・坂［H丁784）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＿＿＿＿＿一＿，．＿＿一＿　　　　　　　．＿、＿＿＿＿．＿＿　　　　　　　　、＿　　　　＿＿

兎束　ll之　学糸8（S35）野村KK賠∫（’支店（東京都　　，鋼　一1’記会1iが多E亡されました。謹んで哀悼

　　　中央区巨1木橋橘lll］’15第2北海ビル）　（．1・D午葉llrl・松　　の意を捧げご冥福を●祈り11∫し」二げます。

　　　戸市三矢小台5－－9野村（㈱松戸社宅　　　　　　　　　　内田　　浩　旧職螢助fi　s44．］0．18　御逝・去

榔公武光学細（s35）勤前の通り礁）］£順了眺　　　嗣1・』江夫上剛1常入．1蕎ノく繊順紬樹戒学利、

　　　駆笹下　｜］74領…下台　IU也1街区12－401　　　　野lli　｝清　茶4　S44．11．16御逝去

荻久側癌機1（S40）菊羊繊1｛IKK尾道場（尾　　　　　　東万制椀甑萩細1｝］・1－168
　　　道『｜豚満1町17－23）（住）尾道市潮』己川」’6－－9．　　福島　虎　紡16　S45．1．9御逝去

佐里予　　　∬匡　］幾　　1　（S40）　フ“ラザー二〔；業1ζK二（fセ）　名　　　　　　　　　　妻　　ii｝f－F　 愛矢11蠕～膓寒粟‖llオこ曾月1田］’票d工II芦1“｝］新U日

　　　］、』s屋市緑区鳴ilo田∫学篠ノ風3－105　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－1

赤司　　達　機　2（S41）アイシン精機KK技術開発　　　η1三藤　利一一・旧職賛∬力員　s45．1．22　御逝去

　　　研究所（愛知県ii量団市高丘新ll｜1’天王1　　　　　　　　　　　i妻　その　上m市上紺1‘i町3553

伊東照紀機3（S42）元｝鮮磯械KK（大阪』賄東淀　　醐虎治郎　糸5　S45．1．30御逝去
　　　川区瑞光通5－29）　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　妻　初江　大阪府吹田市1」」田下1243

∬i島紺r｛・∫’3（S42）II｜1和工業KK（人阪丁1了・IU茎　倒h｝三一　蚕1　S45．3．1S御逝・去

　　　堂島・1・1－・23堂訓・　1］’ビル5階）　　　　　　　嗣子喬木・順ミ川U輝木T｝了厚．木793
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　　　　　　　作業の能率アップに活躍する一一・

　　　　　馴似加戊o麺⊃苦轡■

蘂誌㍑一　　　取搬践林　清τ巨
　㈱府仰脚付ミリコン　　　　　　本　　　社　　東京都「1：映区京橋3の2（片倉ピル）⑲03（281）3631㈹

　ポータブルスタッカー　　　　　岡谷工場　 長野県岡谷’市成田町2－11－6　●02662（2）7125㈹

強力オキソ・レヂン糖衣錠
　乍憂秀発「リヨ賞　・　紫綬褒式量碇ニカi｜iく

小湊潔博士（糸4回、理研化学工業株式会社
　取締役社長）の発明

特　長　1．長期間常用しても体奥・口臭・便
　　　　　臭をともなわない。
　　　2．著しく食欲を増し体璽を増如する
　　　3．　便通を整え、常習性下痢を医す

　　　4．抗病性を増す
　　　5．体力増強・末梢血管の拡張等によ
　　　　　って保温作用があるので常用する
　　　　　と冷え症によい
適応症　食欲増進、虚弱体質、盗汗、腺病質、

　　　疲労回復、産婦人栄養、更年期障害、
　　　神経痛、アレルギー疾患

鉢0理研化学工業株式会社

　　本　　　社　京都市左京区下鴨萩ケ垣内町15

　　　　　　　　電話（781）0433番
　　伏見工場京都市伏見区深革向川原町48
　　　　　　　　電話（641）5306（fヒ表）～9番

　　東京連絡所　東京都港区雨麻布4丁目13番9号
　　　　　　　　電話（44の0721（代表）～4番

　　販売元岩城薬品株式会社
　　　　大阪市東区伏見町三丁R二十六番地

　　　　　　イ　ワキ株式会社
　　　　東京都rl・1央区日本橋本町4T　rl　1番地

1

　　会員名簿お求め下さい
　千山会貝名簿発行についてはこ商配を賜わりlif［く

御礼中し上げます。名簿の残部があります：ウ・ら会員

1冊は必ずお求めご利用下さい。

　　1刑‘500円（送料を含む）

　但し千曲会窓口渡しの場合は1冊400円

　休裁　　B5版539頁横組式卒年別支会別

　　　　　　　　　社団法人千曲会動静部

編　　集　　後　　記

　苦葉かおる季節となりました。会員の皆様にはますま

すご清栄にてお過しのことと拝察いたしております。

　何窓会の各支会とも活発な活動をされてポ｝られ，何よ

りお菩び申し上げます。学園も新しい卒業生を各支会に

送り，若さ溢れる新入生を迎えて張り切っております。

静かな学園には，管理共通棟の建設の音が禦きわ元こって

おります。

　会員各位のご発展を心からお：祈りいたします。

　会報の原稿をどしどしお寄せ下さいますようお1：qい串

し上げます。

　編集委員竹田　　寛，篠原　　昭，竹内　苔吾

　中沢　　賢，平林　　潔，小笠原真次，山本万シ～挟

　白井　江芳，小林　俊一，白井　要範


